
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホログラム記録フィルムをホログラム原版に直接若しくは透明体を介して密着させ、そ
のホログラム原版にレーザ光を入射させて、前記ホログラム記録フィルム内で入射光と前
記ホログラム原版からの回折光を干渉させて、ホログラム原版を飛び飛びに複製するホロ
グラム記録フィルムの複製方法において、
　前記ホログラム原版の被複製ホログラムの近傍に反射マスクを設けて、前記被複製ホロ
グラムを複製するためのレーザ光を同時に照射するか、そのレーザ光とは別のレーザ光を
照射して、その反射マスクの反射パターンに対応する追加情報を前記ホログラム記録フィ
ルムに記録することを特徴とするホログラム記録フイルムの記録方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、ホログラム記録フィルムの記録方法に関し、特に、ホログラムを周期的に複
製記録したホログラム記録フィルムの各ホログラムに対応して付加情報を記録したホログ
ラム記録フィルムの記録方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来、複製ホログラム原版と巻き取り形態のホログラム記録フィルムとを飛び飛びに密着
させ、レーザ光を照射して原版からの回折光と入射光とを密着された記録フィルム中で干
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渉させて、原版のホログラム像を記録フィルム中に周期的に複製記録することが行われて
いる。
【０００３】
このようなホログラムに通し番号等の追加情報を追加する場合、従来は、印刷等の方法が
とられていた。また、追加情報として、特願平７－４３０７７号のように、後加工用の検
知マークとしてホログラム情報を付加することはあったが、通し番号のような固有情報が
必要な場合には、印刷等の別途工程を追加して行う必要があった。
【０００４】
また、特願平３－５５５５号のように、光学的に付加情報を記録する場合においても、そ
のために別途光源を準備する必要があった。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は従来技術のこのような問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、複製と
同時に別の光源を用いずに簡単な構成で、飛び飛びに記録されているホログラム各々に対
応して通し番号等の追加情報を記録する方法を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成する本発明のホログラム記録フィルムの記録方法は、ホログラム記録フ
ィルムをホログラム原版に直接若しくは透明体を介して密着させ、そのホログラム原版に
レーザ光を入射させて、前記ホログラム記録フィルム内で入射光と前記ホログラム原版か
らの回折光を干渉させて、ホログラム原版を飛び飛びに複製するホログラム記録フィルム
の複製方法において、
　前記ホログラム原版の被複製ホログラムの近傍に反射マスクを設けて、前記被複製ホロ
グラムを複製するためのレーザ光を同時に照射するか、そのレーザ光とは別のレーザ光を
照射して、その反射マスクの反射パターンに対応する追加情報を前記ホログラム記録フィ
ルムに記録することを特徴とする方法である。
【００１２】
本発明においては、印刷等の別工程を行うことなく、別の光源を用いずに、ホログラム複
製と同時に、簡単な構成で、飛び飛びに記録されているホログラム各々に対応して通し番
号等の追加情報を容易に記録することができ、各ホログラムの履歴等が詳細に分かるよう
になる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
本発明のホログラム記録フィルムの記録方法においては、
▲１▼ホログラム原版の付加情報記録位置に対応する位置に、反射型液晶表示装置を配置
して複製露光する方法と、
▲２▼ホログラム原版の付加情報記録位置に対応する位置に、反射板を配置して、透過型
液晶表示装置を通して複製露光する方法がある。
【００１４】
▲１▼の場合の複製露光方法は、ホログラム記録フィルムをホログラム原版に直接若しく
は透明体を介して密着させ、そのホログラム原版にレーザ光を入射させて、ホログラム原
版を飛び飛びに複製するホログラム記録フィルムの複製方法において、ホログラム原版の
被複製ホログラムの近傍に、コンピュータ等で制御される反射型液晶表示装置を用いた反
射マスクを設置する。このとき、液晶表示装置の裏側（観察側と反対側）にある反射板は
、通常のアルミニウム板の他に、反射型ホログラムを用いることもできる。この液晶表示
装置の表示領域に被複製ホログラムを複製するためのレーザ光を同時に照射するか、その
レーザ光とは別のレーザ光を照射して、液晶表示装置の反射パターンに対応する追加情報
をホログラム記録フィルムに記録する。
【００１５】
▲２▼の場合の複製露光方法は、ホログラム記録フィルムをホログラム原版に直接若しく
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は透明体を介して密着させ、そのホログラム原版にレーザ光を入射させて、ホログラム原
版を飛び飛びに複製するホログラム記録フィルムの複製方法において、ホログラム原版の
被複製ホログラムの近傍に、アルミニウム反射板等からなる反射領域を設ける。この反射
領域に被複製ホログラムを複製するためのレーザ光を同時に照射するか、そのレーザ光と
は別のレーザ光を照射する。その際に、コンピュータ等で制御される透過型液晶表示装置
を用いた透過マスクを通してレーザ光を照射することによって、その液晶表示装置の透過
パターンに対応する追加情報をホログラム記録フィルムに記録する。
【００１６】
さらに、この場合、予めコンピュータ等で制御したされる透過型液晶表示装置を用いた透
過マスクを通して紫外線等のホログラム記録フィルムを不活化させる光を照射した後に、
被複製ホログラムを複製するためのレーザ光を同時に照射するか、そのレーザ光とは別の
レーザ光を照射することによって、透過型液晶表示装置の不透明パターンに対応する追加
情報をホログラム記録フィルムに記録することも可能である。
【００１７】
以下、図面を参照にして発明の実施例を説明する。
（実施例１）
図１は、この実施例に用いる反射型ホログラム原版１の模式図である。反射型ホログラム
原版１は、リップマンホログラムからなる被複製用反射型ホログラム２がその中央領域に
記録されており、その周辺の非ホログラム領域に、反射型液晶表示装置３が追加情報用原
版として配置されている。
【００１８】
この反射型液晶表示装置３は、制御用コンピュータ４によって付加する表示情報が随時変
えられることが可能となっている。
【００１９】
この原版１を用いて、図２に示すような光学配置により、ホログラム記録フィルム６に被
複製用反射型ホログラム２の複製を行った。すなわち、反射型ホログラム原版１に光学密
着液５（例えば、キシレン）を介してホログラム記録フィルム６（例えば、デュポン社製
フォトポリマー、オムニデックス７０６フィルム）を密着させ、アルゴンレーザ（波長５
１４．５ｎｍ）７からの発振光を光学系８により発散光９に変換して、これを記録フィル
ム６側から入射させて露光し、被複製用反射型ホログラム２からの反射回折光と入射光と
をホログラム記録フィルム６中で干渉させてホログラム複製を行った。このとき、発散光
９は原版１の反射型液晶表示装置３にも入射し、反射型液晶表示装置３からの反射光と入
射光とがホログラム記録フィルム６中で干渉して、反射型液晶表示装置３の反射パターン
に対応する追加情報が同時に記録された。
【００２０】
（実施例２）
実施例１では、追加情報用ホログラムを記録するために、反射型ホログラム原版１に反射
型液晶表示装置３を設置したが、この実施例では、原版の対応位置に反射領域を設け、発
散光９入射側に透過型液晶表示装置を配置して追加情報を記録する例である。
【００２１】
まず、図３に示すように、反射型ホログラム原版１’の中央のリップマンホログラムから
なる被複製用反射型ホログラム２周辺の非ホログラム領域に、反射領域としてアルミニウ
ム反射ミラー１０を追加情報用原版として設けた。ここで、アルミニウム反射ミラー１０
の代わりに、反射型ホログラムを用いることもできる。また、反射型ホログラム原版１’
作成時に、追加情報用ホログラムのための反射型ホログラム原版を一体に記録するように
してもよい。
【００２２】
この原版１’を用いて、図４に示すような光学配置により、ホログラム記録フィルム６に
被複製用反射型ホログラム２の複製を行った。この場合、光学密着液５、ホログラム記録
フィルム６、レーザ７等は実施例１と同じものを用いた。この場合、反射型ホログラム原
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版１’に光学密着液５を介してホログラム記録フィルム６を密着させ、ホログラム記録フ
ィルム６の上の反射ミラー１０に対応する位置に透過型液晶表示装置１１をマスクとして
設置する。アルゴンレーザ７からの光を光学系８により発散光９に変換して、これを記録
フィルム６側から入射させて露光し、被複製用反射型ホログラム２からの反射回折光と入
射光とをホログラム記録フィルム６中で干渉させてホログラム複製を行った。このとき、
発散光９は、透過型液晶表示装置１１によるマスクを通過して原版１’の反射ミラー１０
に入射し、反射ミラー１０からの反射光と入射光とがホログラム記録フィルム６中で干渉
して、透過型液晶表示装置１１の透過パターンに対応する追加情報が同時に記録された。
【００２３】
この実施例の場合において、透過型液晶表示装置１１を紫外線照射装置に組み込んで、ま
ずこの装置からの紫外線（フォトポリマーからなるホログラム記録フィルム６を不活性に
する。）による投影パターンをホログラム記録フィルム６に記録した上で、記録フィルム
６側から全面にレーザ７からの発散光９を照射して、被複製用反射型ホログラム２の複製
と、透過型液晶表示装置１１の不透明パターンに対応する追加情報の記録を同時に行うこ
とも可能である。
【００２４】
なお、以上の実施例において、反射型ホログラム原版１、１’中の被複製用反射型ホログ
ラム２としては、公知の何れの反射型ホログラムでもよく、例えばヘッドアップディスプ
レイに用いられるホログラムコンバイナー、本出願人が特願平７－３１２３６２号等で提
案した拡散反射型ホログラム等がある。また、反射型ホログラム以外に、本出願人が特願
平７－１８１６９８号で提案した、透明なブロックからなり、その中にホログラム撮影用
の被写体が封入されているホログラム撮影用被写体原版であってもよい。
【００２５】
以上、本発明のホログラム記録フィルム及びその記録方法を実施例に基づいて説明してき
たが、本発明はこれら実施例に限定されず種々の変形が可能である。
【００２６】
【発明の効果】
以上の説明から明らかなように、本発明のホログラム記録フィルム及びその記録方法によ
ると、印刷等の別工程を行うことなく、別の光源を用いずに、ホログラム複製と同時に、
簡単な構成で、飛び飛びに記録されているホログラム各々に対応して通し番号等の追加情
報を容易に記録することができ、各ホログラムの履歴等が詳細に分かるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施例１のホログラム記録フィルムの記録方法に用いる反射型ホログラム原版の
模式図である。
【図２】実施例１の記録方法における光学配置を示す図である。
【図３】実施例２のホログラム記録フィルムの記録方法に用いる反射型ホログラム原版の
模式図である。
【図４】実施例２の記録方法における光学配置を示す図である。
【符号の説明】
１、１’…反射型ホログラム原版
２…被複製用反射型ホログラム
３…反射型液晶表示装置
４…制御用コンピュータ
５…光学密着液
６…ホログラム記録フィルム
７…レーザ
８…光学系
９…発散光
１０…反射ミラー
１１…透過型液晶表示装置
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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